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連合長野は、9月3日に長野市内会場で
2022地域活性化フォーラムin長野を開催し、
会場60名、オンラインより50名が参集しました。

連合長野は、企業・地域全体の活性化
や、連合の目指す働くことを軸とする安心
社会の実現には、労働組合のみならず、
経営者団体をはじめ県内の幅広い関係者、ＮＰ
Ｏや市民との対話を進めることが必要だと考えて
います。そうした観点により、地域・地場産業の活
性化と働く者の生涯にわたる雇用確保をより一
層進めるため、「人財パワーが信州を救う！生活
時間を活用して企業・地域を元気に！」をテーマ
に2022地域活性化フォーラムを開催しました。

コロナ禍により3年ぶりの開催となる今年は、
コーディネーターに弁護士・圷 由美子氏、パネリスト
として長野県長寿社会開発センター・戸田 
千登美氏、長野県経営者協会女性部会長・堀越 
倫世氏、長野県商工会議所女性会連合会会長・
山浦 悦子氏、連合長野執行委員・曲渕紀子氏の
女性5名と、連合長野・根橋 美津人会長が加わり、
パネルディスカッションが行われました。

フォーラムは第一部として、「生活時間に着目した
法政策転換を～カギとなる時間帯“生活コアタイム”
を実践につなげよう～」をテーマに、圷 由美子氏よ
り基調講演がありました。生活コアタイムの必要性に
関する調査より、生活時間として確保したい19時か

ら22時までの時間帯に着目し、性別を問
わずにこの時間帯に仕事を行うことへのス
トレスについてや、先ずはこの時間帯を確
保した上での働き方の提案がありました。

第二部のパネルディスカッションでは、
生活時間や長時間労働、性別役割分
担意識などの社会風土、女性活躍の

観点、地域づくりにも触れられた内容となりました。
その中で戸田 千登美氏は、男性シニア層の現

役時代を引退した後の不安に触れ、「趣味やボラ
ンティアの場に参加しても普通の会話がぎこちな
い。会社以外の場で多様な考え方を学び触れ、
多様性を認め合うことが重要」と語りました。また、
堀越 倫世氏は事務所の働き方改革について、

「残業を届け出制にしたら多い人で50％も削減で
きた。従業員からは収入への影響を心配されたが、
賞与に効率手当を上乗せしたことで解決した」と
語りました。曲渕紀子氏は、「リーマンショックで仕
事量が減ったことをきっかけに、今までを振り返るこ
とができ、個人生活時間や地域・社会生活時間
を確保できるようになった」と話しました。根橋会長
は、「自分や家族の幸せは勿論のこと、自分の仕
事が人のためになっているということを実感するこ
とが大事。仕事だけではなく、地域や社会の担い
手になることも重要」と語りました。山浦 悦子氏は
会社での従業員との関係について、「様 な々声を
聴いて改善するなど、答えてあげることが重要。従
業員から感謝され、従業員のやる気に繋げる」と
話しました。山浦氏は執筆もしており、圷 由美子氏
からは、「かんしゃくの“く”を取ると“感謝”になる」と
山浦さんより教えていただいたとの話がありました。

連合長野は、地域における社会的課題の解
決を通じた、ひと・まちづくりを学び合う地域
フォーラムを今後も継続していきたいと考えます。
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生活時間に着目した講演を生活時間に着目した講演を
行う圷由美子弁護士行う圷由美子弁護士

生活時間の確保と社会とのつながりによる
地域づくりの可能性を考える

～2022地域活性化フォーラムin長野～
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 上小地協 　地協活動について意識し考える機会に  トークセッションin上小
ゲストスピーカには、ＮＰＯ法人・子育て応援団ぱ

れっと代表の宮尾秀子氏と、社会保険労務士で上
田市雇用促進コーディネーター、元シナノケンシ労働
組合組合長の滝沢博文氏、連合長野・根橋美津人
会長の3人が登場し、連合長野上小地協・下村議長
の司会の元、地協活動について考えるトークセッショ
ンを行いました。

連合地域運動の振り返りと、地域活動について
意識し、考える機会にするためにトークセッションを企
画し、今後の連合運動・地域運動に繋げていくことを
目指しています。連合長野・根橋
会長は、1995年の阪神淡路大
震災時に、市民と連合でサポート
センターを立ち上げ、現在のＮＰ
Ｏ法に繋がった経緯を説明し、
連合の存在を強調しました。また、
宮尾氏は、子どもカフェ・食堂に
ついて触れ、地域での子どもの

居場所・遊び場の必要性や、不登校に対する居場
所づくりについて思いを語りました。滝沢氏からは、
労働組合での活動経験から、最低賃金の周知の重
要性や、連合の発信力の強化、大人の引きこもりの
就労支援など、幅広い観点からの話を頂きました。下
村議長は、地協が展開する地域に根差した顔の見え
る運動の重要性や、ＮＰＯ法人との連携の必要性を
語り、これからの連合活動の重要性について参加者
皆で共有しました。

 飯田地協 　地協ＯＢ会と合同活動  ゴミ拾いで地域へアピール
飯田労働会館周辺道路のゴミ拾いを飯田地協

ＯＢ会と合同で実施しました。飯田市は車が中心の
生活であるため、道路を歩く機会が少なく、一見き
れいに思われていたが、実際に歩いてみると意外
に多くのゴミが落ちており、達成感が非常に高い取
り組みとなりました。大通りで取り組みを行ったこと
で、地域へのアピールに繋がり、連合の目指してい
る地域に根差した活動として実施できたと思います。

連合長野結成30周年記念事業 ～各地域協議会の活動～
連合長野は、2020年2月に結成30年を迎え、記念事業の一環として各地域協議会で様々な取り組みを展

開頂きました。10月号は5地協の取り組みを紹介します。

ゲストスピーカの話に耳を傾ける参加

地域へのアピールに繋げるＯＢとのゴミ拾い
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 大北地協 　木崎湖の気持ち良い空気を感じ  親子で遊歩道のゴミ拾い
木崎湖遊歩道のゴミ拾いを

実施しました。先日、木崎湖花
火大会が開催されたこともあり、
沢山のゴミがあるかと考えてい
たが、地元の方のモラルも高く、
比較的きれいな状況でした。親
子参加もある中、日頃なかなか
歩かない木崎湖遊歩道を、早

朝の気持ち良い空気を感じながら作業することが出来
ました。1時間
余りで4袋（約
10㎏）のゴミを
拾う事ができ、
地域に貢献す
ることが出来た
と思います。

 松本広域 　地域に感謝  カーブミラー 50基の清掃作業
30年間育んでいただいた地域の皆さんに

感謝し、地域貢献ボランティアとしてカーブミ
ラーの清掃を行い、30周年の節目の活動としま
した。連合松本事務所から国宝松本城・開智
学校周辺までに設置されているカーブミラー
50基の清掃を行いました。汚れを落として拭き
あげると、見違えるようにピカピカになる事が分
かりました。

 木曽地協 　木曽馬の歴史を知る  木曽馬の里周辺の美化活動
木曽馬の里周辺のゴミ拾い・草刈りと、軍用馬とし

ての歴史や由来、生態についての講演を受けました。
暑い日が続く中でしたが、開田高原周辺は気持ちの
良い風の吹く中での活動となりました。草刈り班とゴ
ミ拾い班に分かれて周辺の美化活動を
した後、同センター中川氏より実際に木
曽馬を見ながら「木曽馬の歴史」の講演
を聴きました。馬に乗せる鞍などにも時代
ごとに変化があり、昔使用していた鞍は、
本当に重く馬の大変さを実感しました。現
在は、軽量で人も乗りやすいなどの工夫
がされているとのことだが、年々馬が減少

している事が危惧されています。馬に草などをあげ、
手まで食べられそうになり大声を上げたり、大人も楽
しい時間を過ごすことが出来ました。木曽にお越しの
際には、是非とも訪れて欲しい場所のひとつです。

歴史や生態を学んだ木曽馬

早朝の木崎湖遊歩道の
ゴミを拾う 

馬に乗せる馬具を見て触ってみる

親子も含め多くの方に参加頂いた

カーブミラー 50基の清掃を行いピカピカになったカーブミラー 



連合長野ニュース No.447【10月】


